
                             

                             

                             

                             

                             

２０２４年９月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ２１５（１） 
（１） 

雨
あ
が
り 

 
 先

日
二
十
年
位
ぶ
り
に
厳
島
神
社

に
行
っ
て
き
た
。
時
間
は
一
時
間
ほ

ど
。
渡
し
場
か
ら
神
社
ま
で
二
十
分

ほ
ど
歩
き
こ
ん
な
に
遠
か
っ
た
の

か
と
思
っ
た
。
鹿
の
数
が
思
っ
て
い

た
よ
り
少
な
い
暑
さ
の
せ
い
か
皆

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。
以
前
来
た
時

海
水
は
引
い
て
ト
リ
イ
は
砂
地
に

立
っ
て
い
た
が
今
回
は
満
々
と
満

ち
て
い
て
編
み
笠
を
被
っ
た
集
団

が
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
鳥
居
ま
で
行

っ
て
い
た
。
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
に
乗
っ

た
人
も
い
て
こ
ん
な
こ
と
も
許
し

て
い
る
の
だ
と
世
界
遺
産
な
の
に

と
思
っ
た
。
こ
の
ト
リ
イ
は
写
真
で

も
実
物
で
も
ど
こ
か
ら
見
て
も
絵

に
な
る
素
晴
ら
し
き
景
色
。
時
間
が

な
い
。
商
店
街
を
通
っ
て
帰
る
が
ほ

し
い
も
の
は
な
い
。
ほ
ん
と
に
鹿
が

い
な
い
急
げ
々
。
こ
れ
も
昔
の
話
。

昔
一
度
行
っ
た
辻
村
寿
三
郎
の
人

形
は
五
十
セ
ン
チ
程
で
妖
艶
で
怪

し
げ
で
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
た
色
気

で
印
象
が
強
す
ぎ
た
の
だ
が
今
回

の
旧
伊
藤
伝
衛
門
邸
の
人
形
展
は

源
氏
物
語
を
貝
人
形
で
の
展
示
。
十

五
～
二
十
ミ
リ
程
の
顔
を
貝
で
作

り
目
、
鼻
も
付
け
紬
地
の
十
二
単
ふ

う
の
着
物
を
着
せ
て
大
き
さ
は
五

～
十
セ
ン
チ
程
、
百
点
以
上
の
人

形
。
座
り
込
ま
な
く
て
は
見
え
な

い
。
こ
の
人
が
作
る
衣
装
は
素
晴
ら

し
い
。
紬
が
好
き
な
人
だ
と
思
う
。

あ
ま
り
に
も
独
特
す
ぎ
る
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
第
３
６
回
定

期
大
会
が
９
月
１
５
日
小
倉
北
区

の
ム
ー
ヴ
で
、
執
行
部
・
代
議
員
・

来
賓
６
５
人
が
集
い
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

来
賓
あ
い
さ
つ
で
福
岡
県
労
連

の
三
苫
議
長
は
、
「
北
九
州
の
よ
う

に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
残
っ
た
地
域
は

少
な
い
。
大
企
業
中
心
に
や
っ
て
き

た
こ
と
で
、
面
白
い
活
気
あ
る
町
が

無
く
な
っ
て
き
た
。
何
を
大
事
に
す

る
か
考
え
た
時
、
地
域
が
大
切
。
町

を
壊
す
の
を
防
ぐ
の
は
、
労
働
組
合

の
力
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

２
４
春
闘
で
は
、
大
企
業
で
要
求

に
満
額
回
答
な
ど
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
春
闘
共
闘
・
全
労
連
の
賃

上
げ
回
答
第
８
回
集
計
で
は
、
有
額

回
答
の
単
純
平
均
８
５
０
３
円

（
３
，
２
６
％
）
で
額
と
し
て
は
２

６
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
し
た
。 

９
月
以
降
、
食
料
品
や
生
活
関
連

品
が
次
々
と
値
上
が
り
す
る
予
定

で
あ
り
、
２
５
春
闘
で
は
、
物
価
上

昇
を
大
き
く
上
回
る
賃
上
げ
が
必

要
で
す
。 

財
務
省
が
９
月
に
発
表
し
た
２

０
２
３
年
度
の
法
人
企
業
統
計
に

よ
る
と
経
常
利
益
は
７
６
兆
円
、
配

当
金
は
３
２
兆
円
と
過
去
最
高
を

更
新
し
、
２
０
１
２
年
度
と
比
べ
る

と
経
常
利
益
は
２
倍
以
上
、
配
当
金

は
２
，
４
倍
と
大
幅
に
増
額
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
労
働
者
の
賃
金
は
、

３
．
６
％
増
加
し
た
も
の
の
２
０
１

２
年
度
比
較
で
は
、
１
，
３
倍
に
と

ど
ま
り
、
大
企
業
の
労
働
者
軽
視
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ◆
平
和
憲
法
を
守
る
方
針
も 

 

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
、
住
民
へ
の
残
虐
行

為
、
本
当
に
許
せ
ま
せ
ん
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
も
直

ち
に
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

も
っ
と
声
を
あ
げ
国
際
世
論
で

残
虐
な
侵
略
を
止
め
る
た
め
運
動

を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

利
用
し
岸
田
政
権
は
、
自
公
与
党
に

国
民
民
主
や
維
新
の
会
は
、
通
常
国

会
で
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保
有
や

軍
事
費
倍
増
を
強
行
し
ま
し
た
。 

中
国
を
仮
想
敵
国
と
し
、
台
湾
有

事
は
日
本
の
有
事
だ
と
軍
備
増
強

に
走
る
こ
と
は
、
果
て
し
な
い
軍
拡

に
つ
な
が
り
ま
す
。
中
国
と
の
関
係

も
多
く
の
企
業
が
深
い
関
係
を
も

ち
、
さ
ら
に
食
糧
も
多
く
依
存
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
国
と
敵
対
す
る

こ
と
が
、
日
本
の
国
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
は
、
今
の
憲
法
を
し
っ
か
り

と
守
り
、「
憲
法
に
基
く
外
交
」
を
す

る
こ
と
こ
そ
が
急
が
れ
ま
す
。 

 ◆
共
同
を
大
き
く
広
げ
て 

 

安
達
議
長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で

「
企
業
の
利
益
が
労
働
者
に
回
っ

て
い
な
い
た
め
、
賃
上
げ
で
き
ず
子

育
て
も
で
き
な
い
。
こ
の
状
況
を
打

開
し
な
い
と
日
本
は
成
長
し
な
い
。

自
分
た
ち
の
権
利
を
守
る
た
め
に

選
挙
に
行
く
。
職
場
の
若
者
に
伝
え

な
い
と
い
け
な
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

大
会
で
は
、
春
闘
で
大
幅
賃
上
げ

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
秋
に
も
予
想

さ
れ
る
総
選
挙
で
の
市
民
と
野
党

の
共
闘
前
進
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
①
九
州
で
進
む
基
地
強
化
に
反

対
し
、
平
和
憲
法
を
守
る
、
②
公
契

約
条
例
制
定
、
③
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
実
現
、
④
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
根
絶
と
企
業
責
任
追
及
に

向
け
た
意
見
書
採
択
、
な
ど
要
請
し

て
い
く
こ
と
、
福
岡
県
民
集
会
を
地

区
労
連
と
し
て
企
画
す
る
、
青
年
交

流
企
画
の
実
施
、
な
ど
の
方
針
が
提

起
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。 
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に
追
い
付
か
な
い
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上
げ
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【
大
会
発
言
】 

 

健
和
会
労
組 

細
川
代
議
員 

 

２
４
春
闘
で
は
、
大
企
業
を
中
心

に
大
幅
賃
上
げ
が
伝
え
ら
れ
る
中
、

医
療
・
介
護
で
離
職
や
人
材
不
足
が

進
み
、
労
働
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
健
和
会
労
組
で
は
、
す
べ
て

の
職
員
の
賃
上
げ
を
求
め
、
ス
ト
ラ

イ
キ
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
３
月

の
回
答
指
定
日
に
は
、
報
酬
改
定
が

６
月
で
対
経
営
の
ス
ト
は
保
留
し
、

小
倉
・
戸
畑
駅
で
の
宣
伝
行
動
。
そ

の
後
新
し
い
診
療
報
酬
改
定
の
「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
が
事
業
所
や

労
働
者
で
対
象
外
に
な
る
問
題
が

あ
り
、
６
月
１
２
日
の
回
答
で
対
象

外
労
働
者
へ
の
前
進
が
見
ら
れ
ず
、

６
月
１
３
日
に
大
手
町
病
院
と
戸

畑
病
院
で
指
名
ス
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
秋
季
闘
争
に
全
力
を
挙
げ
、

前
進
を
目
指
し
ま
す
。 

 

福
建
労
北
九
州
支
部 

石
迫
代
議
員 

 

福
岡
県
民
集
会
を
３
月
２
４
日

に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
小
倉
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

福
建
労
北
九
州
支
部
と
し
て
開
催

し
た
。
県
集
会
は
県
６
会
場
で
あ

り
、
北
九
州
は
７
６
人
が
参
加
し
、

５
つ
の
共
闘
団
体
か
ら
も
報
告
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
化
し
つ
つ

あ
る
共
闘
の
関
係
を
脱
却
し
、
各
団

体
の
要
求
を
学
び
、
運
動
の
交
流
と

な
っ
た
。
来
賓
の
緒
方
衆
議
院
議
員

は
、
あ
い
さ
つ
の
後
、「
持
続
可
能
な

建
設
業
の
実
現
に
向
け
た
１
０
０

万
人
国
会
請
願
署
名
」
の
賛
同
議
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
賛
同
団
体
に

は
署
名
で
多
く
の
協
力
い
た
だ
い

た
。
大
石
市
議
や
市
職
労
の
重
野
さ

ん
の
話
で
、
参
加
者
か
ら
「
市
政
や

市
の
方
針
が
分
か
っ
た
」
「
他
団
体

が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
り

や
す
か
っ
た
」
な
ど
好
評
だ
っ
た
。

来
年
の
地
区
労
連
と
し
て
の
県
集

会
も
協
力
し
て
交
流
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

市
職
労 坂

内
代
議
員 

 

昨
年
の
賃
金
確
定
交
渉
で
、
初
任

給
１
２
０
０
０
円
、
再
任
用
２
０
０

０
円
と
全
て
の
職
員
の
改
定
と
と

も
に
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

改
定
を
４
月
に
遡
り
支
給
さ
せ
た
。

今
年
度
か
ら
一
時
金
の
勤
勉
手
当

も
支
給
さ
せ
た
。
今
年
８
月
の
人
事

院
勧
告
は
、
月
例
給
は
、
若
年
層
に

重
点
を
置
き
つ
つ
、
再
任
用
ま
で
引

き
上
げ
勧
告
し
た
。
若
年
層
は
１

０
％
を
超
え
る
が
中
高
齢
層
・
再
任

用
は
、
１
％
台
で
物
価
高
騰
に
追
い

付
か
な
い
。
一
時
金
で
再
任
用
は
正

規
の
半
分
と
不
当
に
低
い
。
給
与
制

度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
勧
告
は
、
本

府
省
の
キ
ャ
リ
ア
優
遇
で
あ
り
、
地

域
手
当
の
見
直
し
も
地
域
間
格
差

の
改
善
に
な
ら
な
い
。
ま
も
な
く
市

の
人
勧
が
あ
る
が
、
国
追
随
を
許
さ

ず
、
学
嘱
労
と
共
闘
し
賃
金
改
善
を

め
ざ
す
。 

全
教
北
九
州 

中
川
代
議
員 

 

議
案
に
労
働
者
保
護
を
壊
す
岸

田
政
権
と
あ
る
が
、
文
科
省
は
給
特

法
４
％
か
ら
１
３
％
に
見
直
す
方

向
。「
教
育
調
整
額
を
上
げ
る
か
ら
、

残
業
が
ん
ば
れ
」
と
言
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
。
残
業
代
が
認
め
ら
れ
な

い
の
に
月
に
８
０
時
間
の
残
業
を

強
い
ら
れ
る
人
が
い
る
。
文
科
省
・

教
育
委
員
会
は
、
認
め
て
い
な
い
残

業
を
４
５
時
間
に
減
ら
そ
う
と
平

気
で
言
う
。
認
め
な
い
な
ら
残
業
が

ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
に
教
員
を
増
や

し
一
人
当
た
り
の
業
務
を
減
ら
し

て
が
、
私
た
ち
の
主
張
。
教
員
は
感

情
労
働
で
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
と

の
関
係
で
メ
ン
タ
ル
不
調
に
な
り

病
気
休
暇
を
取
る
人
が
増
え
て
い

る
。
教
員
増
や
少
人
数
学
級
、
給
付

制
奨
学
金
・
学
校
施
設
改
善
な
ど
の

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
協
力

を
。 

 

全
労
災
門
司
支
部 

河
野
代
議
員 

 

昨
年
、
地
区
労
連
に
不
当
労
働
行

為
解
決
の
団
体
署
名
に
協
力
し
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
労
災
病
院

を
運
営
す
る
労
働
者
健
康
安
全
機

構
が
、
病
棟
看
護
師
の
２
交
代
制
勤

務
で
非
組
合
員
の
み
の
「
選
択
制
」

導
入
強
行
と
団
交
拒
否
が
２
０
２

２
年
５
月
３
０
日
に
あ
り
、
２
年
に

渡
り
争
っ
て
き
ま
し
た
が
、
神
奈
川

県
労
働
委
員
会
へ
の
不
当
労
働
行

為
救
済
申
し
立
て
を
行
い
、
５
月
２

０
日
に
「
和
解
」
と
な
り
ま
し
た
。 

和
解
協
定
で
は
、
「
今
後
と
も
基
本

的
な
労
働
条
件
は
、
原
則
と
し
て
組

合
本
部
と
交
渉
す
る
」「
（
非
組
合
員

の
選
択
二
交
代
制
勤
務
に
つ
い
て
）

将
来
に
わ
た
り
組
合
員
の
労
働
条

件
、
権
利
に
影
響
が
及
ぼ
す
可
能
性

が
大
き
く
、
組
合
員
の
労
働
条
件
と

の
関
わ
り
合
い
が
強
い
事
項
が
生

じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
団

体
交
渉
事
項
に
あ
た
る
」
を
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
団
体
署
名
は
１
４
０
０

を
超
え
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン 

松
野
代
議
員 

 

郵
政
で
２
つ
の
裁
判
を
た
た
か

っ
た
。
ひ
と
つ
目
の
裁
判
で
は
、
８

時
間
の
勤
務
時
間
に
制
服
着
替
え

の
時
間
１
５
分
を
認
め
さ
せ
勤
務

時
間
に
さ
せ
た
。
二
つ
目
は
、
非
正

規
問
題
。
４
０
万
人
の
社
員
の
う

ち
、
２
０
万
人
が
非
正
規
社
員
。
住

宅
手
当
が
出
な
か
っ
た
が
、
出
さ
せ

た
。
し
か
し
争
っ
た
人
だ
け
。
今
年

３
月
に
ス
ト
を
や
り
、
地
区
労
連
か

ら
激
励
し
た
も
ら
っ
た
。
来
年
も
ス

ト
を
す
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
。 

 

年
金
者
組
合 

野
瀬
代
議
員 

 

憲
法
と
平
和
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
北
九
州
憲
法
共
同
セ
ン

タ
ー
と
し
て
毎
月
第
一
土
曜
日
に

小
倉
駅
で
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
、
自
民
党
総
裁
選
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ぞ
っ
て
憲
法

九
条
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
。
労

働
者
が
平
和
運
動
を
す
る
こ
と
が
、

世
論
を
大
き
く
動
か
す
。 

賃
金
闘
争
で
忙
し
い
と
思
う
が
、
平

和
運
動
も
強
め
る
こ
と
が
重
要
。
１

０
月
１
２
日
に
渡
辺
治
さ
ん
を
招

い
て
の
学
習
会
が
ム
ー
ヴ
で
１
３

時
半
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
平
和
運
動

を
広
げ
る
た
め
に
も
沢
山
参
加
し

て
ほ
し
い
。 

 

学
嘱
労 高

﨑
代
議
員 

 

安
心
し
て
働
き
続
け
る
学
校
職

場
を
め
ざ
し
運
動
し
て
い
る
。
昨

年
、
２
６
年
ぶ
り
の
大
幅
賃
上
げ

で
、
そ
れ
ま
で
正
規
だ
け
が
、
４
月

に
遡
っ
て
賃
金
改
定
さ
れ
て
い
た
。

昨
年
の
交
渉
で
は
、
全
国
運
動
を
行

い
、
国
を
動
か
し
、
４
月
に
遡
っ
て

改
定
さ
せ
た
。
一
時
金
も
期
末
だ
け

か
ら
勤
勉
手
当
を
今
年
夏
か
ら
支

給
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
物
価
高
騰
に

追
い
付
い
て
な
い
。
病
気
休
暇
が
無

給
な
ど
休
暇
制
度
も
正
規
と
違
う
。

正
規
と
の
格
差
や
雇
用
更
新
回
数

撤
廃
な
ど
実
現
を
目
指
し
賃
金
闘

争
を
取
り
組
む
。 
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８
月
９
日
北
九
州
平
和
ネ
ッ
ト

は
、
小
倉
駅
で
原
爆
被
害
の
パ
ネ
ル

展
を
取
り
組
み
ま
し
た
。 

３
年
目
に
入
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
昨
年
１
０
月
に
起

き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
、
本

当
に
心
を
痛
め
る
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
、
核
兵
器
使
用
を
ち
ら
つ

か
せ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
も
核
を
使
用
し

て
決
着
を
と
の
声
も
聞
か
れ
る
な

ど
核
使
用
の
心
配
が
増
し
て
い
ま

す
。 

 

◆
自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮
下
に 

 

７
月
２
８
日
、
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
（
２
プ
ラ
ス
２
）、
日
米
の

外
交
・
軍
事
担
当
閣
僚
の
会
合
が
行

わ
れ
、
自
衛
隊
の
指
揮
統
制
を
め
ぐ

り
、
ア
メ
リ
カ
側
が
在
日
米
軍
を
再

編
し
て
「
統
合
軍
司
令
部
」
を
新
設

す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
狙

い
は
、
平
時
か
ら
戦
時
ま
で
米
軍
と

自
衛
隊
の
戦
術
や
装
備
、
後
方
支
援

な
ど
の
共
通
性
と
共
同
訓
練
や
共

同
作
戦
な
ど
で
協
力
を
親
密
に
す

る
事
で
す
。
自
衛
隊
は
米
軍
に
比

べ
、
情
報
量
・
装
備
で
圧
倒
的
に
劣

っ
て
い
ま
す
。
共
同
と
は
言
っ
て

も
、
自
衛
隊
が
米
軍
に
事
実
上
、
指

揮
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
２
プ
ラ

ス
２
で
は
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
な
ど

自
衛
隊
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
に
つ

い
て
「
ア
メ
リ
カ
と
の
緊
密
な
連
携

の
下
で
の
日
本
の
攻
撃
能
力
の
効

果
的
な
運
用
」
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
米
軍
の
指
揮
に
入
れ
ば
、
国
際

法
違
反
の
先
制
攻
撃
が
米
軍
の
指

揮
の
も
と
自
衛
隊
に
よ
る
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
の
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

◆
核
よ
り
も
人
の
た
め
に 

 

ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
な
ど
９
の

核
保
有
国
が
２
０
２
３
年
に
核
兵

器
の
開
発
や
維
持
の
た
め
に
支
出

し
た
金
額
は
、
１
４
兆
円
を
超
え
ま

す
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
人
類
を
滅
亡
に

招
く
核
兵
器
へ
の
浪
費
１
４
兆
円

を
気
候
変
動
対
策
や
飢
餓
対
策
に

使
え
ば
、
１
２
０
０
万
世
帯
へ
の
風

力
発
電
が
実
現
し
、
現
在
飢
餓
に
直

面
し
て
い
る
４
５
０
０
万
人
に
食

糧
を
提
供
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
２
０
１

７
年
７
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
現

在
、
署
名
国
は
９
３
カ
国
、
締
約
国

は
７
０
カ
国
と
な
り
ま
し
た
。
日
本

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
求
め
ま
し
ょ
う
と
参
加
者
は
、

訴
え
ま
し
た
。 

８
月
３
１
日
か
ら
９
月
１
日
に

か
け
て
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
が

黒
崎
コ
ム
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
３

１
日
１
０
時
か
ら
９
月
１
日
ま
で

二
日
間
、
北
九
州
市
平
和
資
料
室
所

蔵
戦
時
遺
品
や
原
爆
パ
ネ
ル
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
、
戦
争
準
備
が
進
む
沖

縄
・
九
州
・
西
日
本
の
現
状
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
展
示
で
し
た
。 

１
３
時
か
ら
は
、
子
ど
も
ホ
ー
ル

で
企
画
イ
ベ
ン
ト
が
取
り
組
ま
れ
、

開
会
あ
い
さ
つ
で
三
輪
実
行
委
員

長
が
、
「
今
年
で
２
９
回
目
の
戦
争

展
。
戦
争
の
道
か
平
和
の
道
か
の
歴

史
的
な
岐
路
に
私
た
ち
は
、
立
た
さ

れ
て
い
る
。
岸
田
政
権
は
、
大
軍
拡
・

大
増
税
を
国
民
に
押
し
付
け
、
戦
争

の
道
を
突
き
進
む
。
私
た
ち
は
、
侵

略
戦
争
の
反
省
か
ら
二
度
と
戦
争

は
し
な
い
と
誓
っ
た
。
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
貴
さ
を
学
び
合
い
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

最
初
の
企
画
は
「
平
和
の
旅
」
合

唱
団
が
「
長
崎
の
被
爆
者
、
渡
辺
千

恵
子
さ
ん
が
原
爆
投
下
時
の
被
爆

体
験
の
語
り
部
に
な
る
ま
で
の
苦

悩
と
平
和
へ
の
願
い
・
大
切
さ
を
訴

え
る
事
に
な
っ
た
物
語
を
コ
ー
ラ

ス
で
伝
え
る
、
歌
声
」
に
感
動
し
ま

し
た
。 

 

◆
知
ら
な
か
っ
た
戦
争 

 

記
念
講
演
で
は
、
「
遺
品
が
語
る

戦
争
の
真
実
」
を
テ
ー
マ
に
「
兵
士
・

庶
民
の
戦
争
資
料
館
」
館
長
の
武
富

慈
海
さ
ん
が
、
「
歴
史
の
教
訓
を
学

べ
と
言
う
け
れ
ど
歴
史
を
知
ら
な

い
。
昭
和
史
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な

い
」
と
話
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

満
州
で
兵
士
だ
っ
た
父
が
戦
後
、

戦
争
資
料
館
を
始
め
て
、
今
そ
の
資

料
館
の
館
長
を
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
手

に
触
れ
て
感
じ
て
ほ
し
い
か
ら
。
凹

ん
だ
鉄
カ
ブ
ト
、
軍
服
や
千
人
針
な

ど
話
だ
け
で
理
解
で
き
な
く
て
も
、

実
物
を
見
て
実
感
で
き
る
。
戦
争
が

次
世
代
に
伝
わ
る
た
め
に
も
、
過
去

の
出
来
事
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
う

生
き
る
の
か
、
を
考
え
て
も
ら
う
た

め
に
平
和
を
語
っ
て
い
る
。
レ
イ
テ

島
遺
品
の
水
筒
は
、
銃
弾
で
空
い
た

穴
が
あ
る
。
兵
士
の
命
を
救
っ
た
の

か
。
名
前
も
書
い
て
あ
る
。
本
当
は

天
皇
か
ら
の
頂
き
物
で
あ
る
支
給

品
に
名
前
を
彫
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
こ
と
だ
が
、
水
が
無
け
れ
ば
命

が
無
く
な
る
大
切
な
水
筒
を
取
ら

れ
な
い
た
め
に
し
た
こ
と
と
想
像

で
き
る
。
昭
和
史
の
質
問
を
す
る
。

太
平
洋
戦
争
の
戦
死
者
は
、
陸
軍
１

６
５
万
人
・
海
軍
４
７
万
人
と
さ
れ

る
が
、
餓
死
者
は
、
ど
れ
く
ら
い
か

わ
か
り
ま
す
か
。
実
は
１
４
８
万
人

で
戦
死
者
の
７
割
が
飢
え
死
に
し

て
い
る
。
戦
死
者
の
う
ち
、
遺
骨
が

戻
っ
て
い
な
い
人
は
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
に
１
０
０
万
人
も
い
る
。 

 

◆
兵
士
の
命
も
守
ら
な
い
日
本
軍 

 

優
秀
と
言
わ
れ
る
ゼ
ロ
戦
の
飛

行
距
離
は
。
東
京
か
ら
台
湾
ま
で
２

１
２
３
キ
ロ
も
飛
べ
る
、
そ
れ
は
何

故
か
。
鉄
板
が
薄
く
、
燃
料
を
食
わ

な
い
か
ら
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
命
を

守
ら
な
い
。
そ
し
て
特
攻
の
訓
練
ば

か
り
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘

機
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
守
る
た
め
に

操
縦
席
周
辺
は
特
に
鉄
板
が
厚
か

っ
た
。
米
国
は
生
還
の
軍
隊
と
言
わ

れ
て
い
た
。
戦
争
の
こ
と
は
勉
強
し

な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
戦
争
は
突
然

起
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
政
府
は

防
衛
費
を
上
げ
て
い
る
。
軍
事
費
が

上
が
る
と
戦
争
の
危
機
が
増
す
。
昭

和
１
９
年
の
軍
事
費
は
、
国
家
予
算

の
８
９
％
に
も
な
っ
て
い
た
。
平
和

憲
法
に
国
防
軍
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

ア
ッ
と
い
う
間
に
戦
争
に
つ
な
が

る
と
懸
念
し
て
い
る
、
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
小
学
校
２
年
の
時
に
八

幡
大
空
襲
を
経
験
し
た
杉
野
慧
子

さ
ん
の
語
り
部
が
あ
り
、
北
九
州
ア

カ
デ
ミ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
の
歌

声
な
ど
充
実
し
た
企
画
で
し
た
。 

 

核
な
き
世
界
に 

世
界
の
子
ど
も
の 

未
来
の
た
め
に 
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生
理
休
暇
・
・
と
い
う
言
葉
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
知
っ
て
い
る
け

ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
知
っ
て
い
る

け
ど
使
っ
た
こ
と
が
な
い
し
、
言
い

出
し
に
く
い
。
こ
れ
が
現
実
の
よ
う

で
す
。
令
和
２
年
度
中
の
生
理
休
暇

の
請
求
は
な
ん
と
０
．
９
％
。
事
業

者
の
う
ち
請
求
者
が
い
た
事
業
所

の
割
合
も
３
．
３
％
。 

 

生
理
休
暇
は
、
労
働
基
準
法
６
８

条
に
定
め
が
あ
り
、
女
性
が
現
実
に

生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困
難
な

状
態
に
あ
る
場
合
に
休
暇
の
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
も
の
を
「
就

業
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、

違
反
す
る
と
３
０
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
さ
れ
ま
す
。 

 

生
理
で
あ
る
こ
と
か
ら
休
暇
が

取
れ
る
の
で
は
な
く
、
就
業
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す

が
、
特
別
の
証
明
が
な
く
て
も
当
日

に
口
頭
の
請
求
で
も
よ
く
医
師
の

診
断
書
の
よ
う
な
厳
格
な
証
明
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
の

賃
金
は
有
給
で
も
無
給
で
も
差
し

支
え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

無
給
だ
と
困
る
な
・
・
・
と
い
う

場
合
は
職
場
で
「
有
給
」
の
制
度
を

作
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
？
と

い
う
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
無
給
で

も
休
み
た
い
の
に
言
い
出
せ
な
い

と
い
う
場
合
は
申
し
出
し
や
す
い

環
境
作
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
実

際
に
２
０
２
１
年
の
調
査
で
は
「
男

性
上
司
に
申
請
し
に
く
い
」
が
６

１
．
８
％
、「
利
用
し
て
い
る
人
が
少

な
い
の
で
申
請
し
に
く
い
」
が
５

０
．
５
％
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
研

修
を
開
催
し
た
り
、
総
務
の
女
性
部

長
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
請
す
る
だ
け

で
よ
い
よ
う
に
し
た
り
と
の
工
夫

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

朝
ド
ラ
の
「
虎
に
翼
」
で
も
主
人

公
の
寅
ち
ゃ
ん
が
「
月
の
も
の
が
重

い
」
と
い
う
こ
と
で
生
理
の
大
変
さ

に
着
目
し
た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
小
学
生
の
と
き
に
「
生
理
は
赤

ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
て
も
い
い
よ

う
に
子
宮
に
血
液
で
ベ
ッ
ド
を
作

っ
て
お
い
た
け
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
が
来

な
か
っ
た
と
き
に
そ
の
ベ
ッ
ド
を

身
体
の
外
に
追
い
出
す
こ
と
」
と
学

習
し
て
、
わ
ー
、
わ
か
り
や
す
い
と

思
い
ま
し
た
。
追
い
出
す
の
に
子
宮

が
ギ
ュ
ー
ッ
と
な
る
の
で
痛
く
な

っ
ち
ゃ
う
ん
だ
と
子
ど
も
な
が
ら

に
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
人
そ
れ
ぞ

れ
、
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
で
「
生
理
」
の

オ
ー
プ
ン
さ
は
変
わ
る
も
の
か
な

と
は
思
い
ま
す
が
「
お
母
さ
ん
、
生

理
の
と
き
辛
い
か
ら
家
事
は
お
休

み
す
る
よ
ー
」
と
話
を
し
て
み
た

り
、
異
性
の
き
ょ
う
だ
い
に
も
「
私

は
生
理
の
前
は
ど
う
し
て
も
イ
ラ

イ
ラ
す
る
か
ら
、
言
葉
が
き
つ
く
な

る
か
も
」
と
話
し
て
み
た
り
す
る
こ

と
で
も
、「
生
理
休
暇
」
の
取
り
や
す

さ
に
つ
な
が
る
気
が
し
ま
す
。 

 

生
理
は
女
性
が
経
験
す
る
も
の

で
す
が
、
生
理
だ
け
で
は
な
く
、
誰

に
で
も
お
こ
り
う
る
身
体
の
不
調

に
つ
い
て
、
自
分
の
身
体
の
声
を
聴

け
る
こ
と
、
他
者
の
不
調
に
も
配
慮

で
き
る
こ
と
は
仕
事
を
し
っ
か
り

と
続
け
て
い
く
た
め
に
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

「
平
和
」
と
「
く
ら
し
」の
危
機
！ 

 

８
月
２
５
日
博
多
第
３
偕
成
ビ

ル
で
第
３
５
回
福
岡
県
労
連
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
か
ら
安
達
議

長
は
代
議
員
と
し
て
、
現
地
で
発
言

し
、
ズ
ー
ム
で
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

岸
田
政
権
に
よ
る
大
軍
拡
・
大
増

税
で
他
国
と
の
武
力
衝
突
の
危
機

が
高
ま
る
と
と
も
に
社
会
保
障
・
教

育
予
算
が
削
減
さ
れ
、
私
た
ち
の

「
く
ら
し
」
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま

す
。
福
岡
県
労
連
と
し
て
、
平
和
憲

法
を
守
る
運
動
を
強
化
し
、
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の
実
現
や
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
を
め
ざ
し
、
春
闘

を
旺
盛
に
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

働
き
方
の
多
様
化
・
柔
軟
化
を
口

実
に
雇
用
で
な
い
働
き
方
を
経
営

側
は
狙
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
闘
い
を
勝
利
す
る
た
め
に

は
、
仲
間
の
団
結
を
深
め
、
組
織
拡

大
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
大

会
で
は
、
①
人
間
ら
し
い
「
く
ら
し
」

と
「
働
き
方
」
実
現
、
②
平
和
で
公

正
な
社
会
を
目
指
し
総
選
挙
で
憲

法
を
生
か
す
政
治
へ
の
転
換
を
求

め
る
国
民
的
な
共
同
の
た
た
か
い

を
進
め
る
、
運
動
方
針
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

★
映
画
と
読
書
の
す
ゝ
め 

 
 

  

   

ま
だ
ま
だ
、
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
ね
。
こ
の
文
書
、
投
稿
者
も
冷

房
の
効
い
た
図
書
館
で
の
読
書
も

好
で
す
が
、
た
ま
に
は
冷
房
の
効
い

た
映
画
で
冷
え
ま
せ
ん
か
。
久
々
に

映
画
の
お
す
す
め
で
す
。 

 

８
月
２
４
日
か
ら
と
ロ
ー
ド
シ

ョ
ウ
上
映
中
で
す
。
あ
ら
す
じ
的
に

は
、
１
１
月
、
流
通
産
業
界
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
〝
ブ
ラ
ッ
ク

フ
ラ
イ
デ
ー
〟
の
前
夜
、
世
界
規
模

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
か
ら
配

送
さ
れ
る
段
ボ
ー
ル
箱
が
爆
発
さ

れ
る
事
件
が
発
生
。
や
が
て
そ
れ
は

日
本
国
中
を
恐
怖
に
陥
れ
る
謎
の

連
続
爆
破
事
件
へ
と
発
展
し
て
い

く
。「
ア
ン
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」「
Ｍ
Ｉ
Ｕ

４
０
４
」
な
ど
の
数
々
の
名
作
ド
ラ

マ
の
演
出
を
手
が
け
、
視
聴
者
の
心

を
掴
み
続
け
る
塚
原
あ
ゆ
こ
監
督
。

同
作
品
脚
本
を
務
め
た
野
木
亜
紀

子
。
そ
の
２
作
品
の
主
題
歌
を
務
め

た
米
津
玄
師
。
投
稿
者
も
物
流
経
験

が
あ
る
だ
け
に
、
印
象
に
残
る
映
画

で
す
。
ス
ト
ラ
イ
キ
も
登
場
し
、
現

在
の
日
本
も
表
現
。
物
流
に
お
い
て

お
客
様
へ
荷
物
を
届
け
る
過
程
の

最
後
の
区
間
を
表
す
こ
の
タ
イ
ト

ル
に
こ
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

は
・
・
・
。 

三苫議長

ラストマイル 


